
東京大学柏極超音速高エンタルピー風洞 平成１９年度利用報告書 

耐熱性が優れる新材料の感温塗料に関する研究 
河勝元、三浦悠佑、永井大樹、浅井圭介（東北大） 

実験期間：平成１９年１１月１２日から１１月１６日 

 

極超音速飛行体の空力加熱を計測する手法として、感温塗料（Temperature Sensitive Paint, TSP）と呼ばれる分子
センサによる計測技術がある 1)。TSP は、一般に蛍光色素と高分子からなる混合体で、温度変化を塗料の発光強
度変化として捉えるセンサである。その特徴は、熱電対や測温抵抗体のように温度を点ではなく、面全体で測定

することが出来るということであり、機体設計の最適化の際に非常に有効なデータを提供することができる。 
我々はこれまでに JAXA 調布の極超音速衝撃風洞を使用して、TSP による空力加熱計測を実施してきた。そこ

では、TSP の膜厚に対する応答性と計測精度に対する調査を行い、薄膜熱電対と比較して、同程度の計測ができ
ることを示している 2)。しかしながら、通風時間がある程度長くなると、模型の温度上昇が高くなり、TSP のバ
インダに使用されるポリマーが溶融してしまうという問題点も生じている。そのため TSP を空力加熱計測のツー
ルとして、一般的に使用していくためには、耐熱・耐久性を持った TSPの開発が望まれている。 
そこで本研究では、TSPを用いた空力加熱計測手法の確立を目指して、耐熱性に優れた新たな TSP（PTMST）3)

の実証試験を東大柏の極超音速風洞を用いて実施した。本実験では Fig.1 に示すように鈍頭物体を製作し、通風時
間が 60 秒でかなり長時間通風できる東大柏極超音速風洞を用いて PTMST の劣化特性を評価した。その結果、模
型に流入する熱流束は計測可能（Fig.2, 3）であるが、塗料の劣化等の原因により、使用回数に制限があることが
分かった 4)（Fig.4）。今後、より耐熱性の高い塗料の探索を続けていくこととする。 
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